



Diverse expressions of sexuality















　The maid café, which is otaku culture and café is fused, in the sense that the 
commercialization of young women, do not depart from the traditional gender role. However, 
in the café men acts as butlers, female customers look at the men. In addition, the café women 
wearing men’s clothes to work, are available to both men and women. As compared to the 
maid café, even market size is small, to meet the diverse demand, there are many kinds 
of concept café. In this paper, I will focus on “The concept café” to analyze how to accept 
the gender and sexuality there. And I will especially investigate the phenomenon in which 
women enjoy the story world and “to wear men’s clothes.” Women, who are the side that is 
overwhelmingly bought in men’s sex industry, have been presented the female image that 
























































































2000 円からで、30 分毎に 2000 円ずつ増す。指名料は 1000 円で、オールナイトパック 7時間に





























































3  QUEEN DOLCE






































































































































































スもはじめ、1時間￥9000、1Day Pack 24 時間のサービス \200000　Winter Pack スキー＆スノー
ボード Pack\100,000（日帰り 12 時間）スケート Pack\40,000（4 時間）などのコースがある。
インタビュー対象者：執事　天さん、フットマン　荒木さん、キュイジニエ　斎藤さん
Ｑ：客層について
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ようなものであろう。つまり、自分自身の個人的な資質として変身するのではなく、キャラクター
の特徴に一体化するのである。そのため変身願望を手軽に満たせ、かつ自分自身のアイデンティ
ティを見失わなくても済む。コスプレならジェンダーアイデンティティが揺らぐという脅威を感
じる事なしに、異装ができるのである。
６  おわりに
　以上、セクシュアリティ産業の多様化、特に女性向け市場の広がりを探るべく、異装を特徴と
するコンセプトカフェについて考察を行った。異装は新宿を中心としたホモセクシュアル文化と
秋葉原を中心としたオタク文化の 2つの流れがあるが、上記のようなコンセプトカフェはセク
シュアルな雰囲気を保ちつつオタク的コスプレ要素も取り入れ、多様な指向に応えている。
　「悪魔執事喫茶」は男性による男装であるが、コミックスやアニメの要素を取り入れたコスプレ・
コンセプトカフェである。利用者である女性は目の前で繰り広げられる演劇の参加者であり観客
である。館のお嬢様と執事という演劇的な物語をスタッフと利用者が共に作り上げていく。美し
い男性の姿形、全体的な雰囲気を鑑賞するものなので、目前の男性は現実の欲望の対象とはなら
ない。利用者は直接性的なものを求めているのではなく、自分の想像力をより喚起するような世
界観の展開を期待している。主に男性を利用者とするメイド喫茶と比べて料理、衣装、調度など
を含めて、全体的な物語の完成度が要求される。利用者も、お嬢様という役割を演じなければな
らない。コンセプトカフェは、コンセプトが明確で、演出が凝っていればいるほど、利用者への
要求も厳しくなる。世界観を乱すような行為はできない。一方、「ウィズコレクション」におけ
る “男装の麗人 ”という不思議な存在とのデートというのは、男性の男装である執事喫茶よりむ
しろセクシュアルな要素が強い。男装した女性ではなく「美しい男性」と見えなければならない。
そのためウィズコレクションの男装はコスプレではない。日常的に男性の服を着ているスタッフ
ばかりである。「クィーン・ドルチェ」もスタッフは男装の女性であるが、“男装の麗人”のセクシュ
アリティを前面に押し出すということはない。男装への「萌え」の部分を大切にしつつ、単なる
コスプレではないという、セクシュアルな要素とオタク的な要素のバランスを重要視している。
そして「ウィズコレクション」、「クィーン・ドルチェ」にもレズビアン的な要素は感じられない。「花
の宴」は、女性が和風の男装でしかも妖怪というきわめて個性的で明快なコスプレ・カフェであ
る。他には見られないコンセプトでお祭り＝非日常感に満ちている。セクシュアルな雰囲気は最
も薄い。妖怪というコスプレにより、男装の部分のエロティックな側面が隠されている。
　以上の事から、コンセプトカフェの「異装」は、新宿三丁目における「異装」とは意味が異なっ
ているという事が明確になった。それは必ずしも個人のセクシュアリティを表すものとは見なさ
れない（例え本当は表していても）。オタク的な「萌え」とコスプレとセクシュアルなものとの
バランスの上に成り立っている。利用者は、生々しい個人のセクシュアリティに触れる事なく、
また、自身の性的指向性に何らかの疑問や問題意識を持つ事なしに、オタク文化というメジャー
な趣味の範疇で、セクシュアルなものを消費する事ができるのである。
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　それでは、セクシュアルなものに金銭を払うという事に対して利用者の抵抗感はどのようなも
のであろうか。ここでは非日常性が高くなればなるほど金銭を払う抵抗感は低いという仮説をた
ててみたい。２章でも触れたが、例えば通常はホストはホストというコードをまとい、独特の外
見、雰囲気を醸し出していて、そして値段も高いので、「一般の女性」（キャバクラやソープラン
ドなどの風俗店で働いていない）は、ホストクラブへ行ったり、出張ホストを利用する事には抵
抗感がある。しかしレンタル彼氏は、明らかにホストとは異なる外見と雰囲気で、「イケメンで
センスがよく優しい」つまりよくできた恋人を演出しているので、一般の女性が利用する。しか
し実際に金銭を払い一緒に過ごす時の「割り切りかた」はどうであろうか。出張ホストは、風俗
営業に届けている、つまり性的サービスを行うところもある。むしろこのように性が商品化され
ていると明確な方が、実は心理的には圧迫感がないのではないか。「彼氏」は、例え 2時間であっ
ても「彼氏」であり、性を売っている訳ではなく「愛のようなもの」を売っている。性より愛を
買う方が圧迫を感じるのではないだろうか。崇高な愛はお金では変えないが快楽は買える、とい
う物語である。ホストに払う金銭はホストというコードに支払っているので、目の前の男性に支
払っている訳ではないが、彼氏は目の前の男性に支払っている。ホストははじめから「職業」で
あるが、「彼氏」は職業ではない。ホストはどのような女性でもお金を払わなければならないが、「彼
氏」は本来ならお金を払わず手に入れるものなのである。そこにむしろ日常性ゆえの抵抗感が生
じると思われる。以上の仮説は、サービスの日常性／非日常性と受給者の心理的抵抗感について
仮説をたてたものであるが、検証と分析を行うには、利用者への調査が必要であり、それは今後
の課題である。
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